
　
５
会
計
に
お
い
て
、
国
庫

支
出
金
の
確
定
や
決
算
見
込

み
に
よ
る
事
業
費
の
調
整
、

人
件
費
の
調
整
な
ど
の
経
費

を
計
上
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
４
４
１
８
万
円
を
増

額
、
補
正
後
の
総
額
は
１
８

４
億
８
５
２
０
万
３
千
円
と

な
っ
た
。
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
で
は
、
１
９
７
２

万
４
千
円
を
増
額
、
補
正
後

の
総
額
は
13
億
６
１
４
６
万

３
千
円
と
な
っ
た
。
介
護
保

険
特
別
会
計
で
は
、
１
７
０

万
６
千
円
を
増
額
、
補
正
後

の
総
額
は
１
０
９
億
６
５
６

７
万
円
と
な
っ
た
。
下
水
道

事
業
特
別
会
計
で
は
、
６
０

６
０
万
６
千
円
を
減
額
、
補

正
後
の
総
額
は
21
億
１
３
３

６
万
５
千
円
と
な
っ
た
。
温

泉
供
給
特
別
会
計
で
は
、
５

４
５
万
４
千
円
を
増
額
、
補

正
後
の
総
額
は
７
２
１
８
万

５
千
円
と
な
っ
た
。

ど
れ
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。
ま
た
、
返
礼
品
の

コ
ス
ト
は
何
％
を
占
め
る
の

か
。

答
　
当
初
で
２
億
２
０
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。
９
月
補

正
で
２
億
円
、
今
回
、
１
億

３
８
０
０
万
円
追
加
し
て
い

る
の
で
、
対
前
年
度
比
２
・

37
倍
の
５
億
５
８
０
０
万
円

と
な
る
。
コ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
返
礼
品
に
係
る
も
の
が

３
割
、
広
告
料
等
も
合
わ
せ

る
と
全
体
で
４
割
以
内
と

な
っ
て
い
る
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

問
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設

数
、
児
童
数
は
、
ど
の
程
度

増
え
た
の
か
。

答
　
３
施
設
、
１
８
０
名
の

増
加
と
な
り
、
全
体
で
56
施

設
、
児
童
数
１
６
３
２
名
と

な
っ
た
。

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
事
業

問
　
子
ど
も
の
た
め
の
教
育

保
育
給
付
費
の
今
回
の
給
付

拡
大
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

の
か
。

答
　
保
育
士
の
確
保
が
困
難

な
な
か
で
、
在
籍
者
の
処
遇

改
善
と
安
定
的
な
職
場
づ
く

り
を
図
り
、
保
育
士
の
雇
用

を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

国
分
運
動
公
園
・
国
分
武
道

館
管
理
運
営
事
業

問
　
２
年
後
に
予
定
さ
れ
て

い
る
国
体
の
競
技
会
場
で
、

特
徴
的
な
大
規
模
改
修
は
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
か
。

答
　
国
分
陸
上
競
技
場
の
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
改
修
が
あ

る
。
屋
根
の
取
替
え
、
会
議

室
増
設
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

担
行
為
及
び
地
方
債
の
補
正

も
行
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

牧
園
総
合
支
所
庁
舎
建
設
事

業問
　
牧
園
総
合
支
所
建
設
事

業
費
８
１
４
０
万
円
余
り
を

減
額
し
た
理
由
は
何
か
。

答
　
土
地
購
入
と
関
連
施
設

の
解
体
工
事
は
、
今
年
度
執

行
し
た
。
残
り
は
用
地
の
造

成
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
っ

た
が
、
敷
地
へ
の
出
入
り
口

の
位
置
、
箇
所
数
、
幅
員
の

検
討
な
ど
、
県
な
ど
と
の
協

議
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、

今
年
度
内
着
工
が
困
難
と

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
平
成

30
年
度
予
算
で
改
め
て
お
願

い
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業

問
　
年
度
末
の
寄
付
金
は
、

　
歳
入
予
算
で
は
、
地
方
交

付
税
や
繰
越
金
の
未
計
上
額

等
の
一
般
財
源
と
各
事
業
の

実
施
に
伴
う
国
県
支
出
金
等

の
見
込
み
の
特
定
財
源
を
計

上
。
歳
出
予
算
で
は
、
決
算

見
込
み
に
よ
る
事
業
費
や
人

件
費
の
調
整
の
ほ
か
、
関
係

基
金
へ
の
積
立
や
土
地
開
発

公
社
解
散
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

土
地
の
買
戻
し
を
行
う
た
め

の
経
費
、
さ
ら
に
は
国
の
補

正
の
内
示
を
受
け
、
新
年
度

で
予
定
し
て
い
た
小
中
学
校

の
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
を

前
倒
し
で
実
施
す
る
経
費
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
の
た
め

の
経
費
な
ど
を
計
上
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
32
億
８
４

１
６
万
３
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
１
８
億
２
０
３

１
万
４
千
円
と
し
た
。
ま

た
、
繰
越
明
許
費
、
債
務
負

委員会レポート
各常任委員会に付託
された案件について、
審査した内容と結果
を掲載しています。

霧
島
市
温
泉
を
利
用
し
た
発

電
事
業
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
市
長
の
同
意
を
得
る
べ
き

行
為
や
事
業
計
画
の
提
出
期

限
、
同
意
に
係
る
要
件
を
明

確
化
す
る
こ
と
や
、
同
意
を

得
た
発
電
事
業
者
の
各
種
報

告
、
届
出
等
の
義
務
付
け
、

市
に
よ
る
情
報
の
収
集
及
び

公
開
の
推
進
に
係
る
規
定
を

盛
り
込
む
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
温
泉
資
源
の
適
切
な
保

護
及
び
適
正
な
利
用
を
図
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
と
の
説
明
。

問
　
市
長
は
発
電
事
業
者
か

ら
提
供
を
受
け
た
情
報
の
公

開
に
努
め
る
も
の
と
規
定
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
発
電
事

業
者
が
情
報
を
提
示
し
た
な

か
で
同
意
を
し
な
い
も
の
は

公
開
で
き
な
い
と
い
う
認
識

で
い
い
か
。

答
　
情
報
の
収
集
、
公
開
に

つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
を

経
て
、
市
が
同
意
を
し
て
発

電
に
至
る
ま
で
の
段
階
、
あ

る
い
は
発
電
後
に
市
へ
提
出

さ
れ
る
情
報
等
に
つ
い
て
は

公
開
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
同
意
し
な
か
っ
た
案
件

に
つ
い
て
は
情
報
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
次
霧
島
市
総
合
計
画
基

本
構
想

　
現
行
の
第
一
次
霧
島
市
総

合
計
画
基
本
構
想
の
計
画
期

間
が
平
成
29
年
度
を
も
っ
て

満
了
す
る
た
め
、
平
成
30
年

度
か
ら
10
年
間
の
霧
島
市
政

の
基
本
的
な
運
営
指
針
と
な

る
第
二
次
霧
島
市
総
合
計
画

基
本
構
想
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
と
の

説
明
。

問
　
第
二
次
総
合
計
画
基
本

構
想
で
、
大
き
く
変
わ
っ
た

点
や
特
筆
す
る
部
分
は
何

か
。
ま
た
、
市
長
の
思
い
を

取
り
込
ん
だ
部
分
は
あ
る

か
。

答
　
基
本
構
想
は
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
通
信
網

の
発
達
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

展
開
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

市
民
参
画
の
も
と
公
共
的
な

計
画
、
市
民
総
意
で
作
っ
た

計
画
と
位
置
づ
け
、
そ
の
な

か
で
市
長
の
公
約
も
盛
り
込

ん
で
い
る
。

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画

　
市
道
の
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
上
之
段
地
区
、
宮
川
内
・

稲
荷
地
区
、
山
ヶ
野
地
区
の

住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
と

の
説
明
。

問
　
上
之
段
地
区
の
整
備
計

画
書
で
は
、
大
型
車
両
等
が

通
り
に
く
く
安
全
性
を
欠
く

と
あ
り
、
位
置
図
を
見
る
と

急
カ
ー
ブ
が
多
い
が
、
ど
の

よ
う
に
整
備
す
る
の
か
。

答
　
急
カ
ー
ブ
部
分
は
、
山

側
の
斜
面
を
切
っ
て
拡
幅
し

た
り
、
構
造
物
等
を
造
っ
て

拡
幅
す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ブ

を
緩
や
か
に
す
る
整
備
方
法

が
あ
る
。

▼
該
当
す
る
用
地
交
渉
は
、

早
め
に
地
権
者
に
連
絡
し
、

工
事
が
早
期
に
完
成
す
る
よ

う
に
進
め
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

◉審査した議案を掲載しています。

◎松元　深　　　○宮内　博　　　山田　龍治　　久保　史睦　　川窪　幸治　　

　阿多　己清　　　前島　広紀　　新橋　実　　　下深迫孝二総務環境常任委員会 ◎委員長　 ○副委員長

議案第２号
議案第８号
議案第13号
議案第16号
議案第17号
議案第18号

霧島市手数料条例の一部改正について
霧島市温泉を利用した発電事業に関する条例の一部改正について
第二次霧島市総合計画基本構想について
辺地に係る公共的施設の総合整備計画について（上之段地区）
辺地に係る公共的施設の総合整備計画について（宮川内・稲荷地区）
辺地に係る公共的施設の総合整備計画について（山ヶ野地区）

…………………………………………　全会一致で可決
…………　全会一致で可決

………………………………………　賛成多数で可決
……………　全会一致で可決

……　全会一致で可決
……………　全会一致で可決

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

総
額
６
１
８
億
２
０
３
１
万
４
千
円

第
６
号

10
億
９
５
０
１
万
２
千
円

第
７
号

14
億
２
１
９
０
万
４
千
円

第
８
号

７
億
６
７
２
４
万
７
千
円
を
追
加

平
成
29
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

今回の一般会計補正予算の主な事業

○ふるさと納税促進事業 1億7,665万円
寄附金の増加に伴う返礼品などの経費

○障がい者補装具給付事業 1,200万円
障がい者に対する補装具の給付に要する経費

○放課後児童健全育成事業 7,724万円
放課後児童クラブへの補助に要する経費

○子どものための教育・保育給付事業 2億2,540万円
保育所等への新たな処遇改善加算の創設等の経費

○衛生施設整備基金積立事業 5億円
衛生施設の整備に係る事業の経費に充てるための基金

○市有林維持管理事業 3億8,61万円
土地開発公社保有地の買戻し経費等（工業団地と自然公園用地）

○企業誘致対策事業 1億6,652万円
土地開発公社保有地の買戻し経費等（工業団地用地）

○常備消防車両管理事業 2,200万円
中央署配備の消防ポンプ自動車の修繕に要する経費

○総合治水対策事業 3,600万円
雨水管理総合計画の策定に要する経費

○小学校学校施設整備事業 4億2,480万円
向花小学校校舎大規模改造工事に要する経費

○中学校学校施設整備事業 7億2,970万円
日当山中学校校舎大規模改造工事に要する経費

１万円未満切り捨て

宮川内・稲荷地区の現地調査
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